
グローバル人材育成にむけての
京都大学の挑戦

グローバル⼈材を活⽤した関⻄の活性化を考えるシンポジウム

京都大学総長 松本 紘

なぜ教育の「グローバル化」なのか
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トヨタカローラ・

英語化が必須だからする
大学が国内に閉じているから開く

新しいツールがでてきた新しい時代！
これはまさに新しい日本、そして、
新しい日本人を育成する絶好の機会！

新しい教育、学問の「ありかた」、インフラを構築！

京大グローバルアカデミー（仮称）構想

※仮称

外国人教員100人
が参加し、国際教
養教育を実施

国際高等教育院

本学と海外大学との
研究者による共同
研究ユニットを設け、
質の高い国際共同
研究を重点支援

iCeMs
（国際高等科学院）

（仮称）

国際機関等との連携
によりグローバルに
活躍できる人材を

養成

思修館等の
リーディングプログラム

国内外の優秀な若
手研究者を集め、
自由な研究環境を
提供し、国際的な
リーダーを養成

白眉プロジェクト

G30プログラムの
継承及び学部スー
パーグローバル
コースの実施

グローバル学部
専門教育

ノーベル
賞等の

国際賞
の増

外国人
教員によ
る文化の
導入

国際・学
際エリー
トの育成

海外有力
大学との
連携

研究者の
みならず、
社会が必
要とするグ
ローバル
リーダーの

養成

英語の
みで学位
取得がで
きる学習
プログラ

ム

海外に
チャレン
ジする人
材育成

大学のグローバル
化を一層進めるた
め教員、職員、学
生の海外派遣をさ
らに支援

スーパージョン万
プログラム

教育機能

・海外の有力校と連携
して、「スーパーグロー
バル学位プログラム」を
実施
・国際連携トップアカデ
ミージョイントPh.Dプロ
グラムを併設

国際連携
スーパー大学院

（仮称）

連携・協力体制の確立

Harvard,Chicago,Olin,Oxford,Cambrigeなど世界の有力大学

研究機能
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事務、財務改革
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務本之学が必要！

俯瞰的視野
本質の追求

複雑に絡み合った人類の課題

次なる時代の
リーダー人材

京都大学大学院 思修館



日本が復興し、成長を遂げ、

世界の中で存在感を保ち続けるには、

今日の危機と人類社会の課題の克服を先導し、

活力ある新たな社会システムの構築に

リーダーシップを発揮する人材が必要

博士課程教育リーディングプログラムの事業スキームより抜粋

求められる
リーダー像

カリキュラム
プログラム

俯瞰的視野
知識と実践
思想と覚悟

対話重視
産学連携
国際展開



圧倒的な人と人との
ぶつかり合い！

「学・住」一体
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国内外協力機関員
現地実践教育指導

熟議指導

熟議講師陣
科目担当

学内協力教員

研究指導、専門科目担当

専任教員

学生
（20名/年）
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森林学

環境農学
遺伝学

感染症学

社会医学

自然災害

応用数学

哲学

法学

歴史学

考古学

西洋歴史学

国際経済学

倫理学

政治思想学

熟議指導

熟議講師陣
科目担当
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JICA,UNESCO,地方公共
団体,外国企業・起業家等



科目担当

学内協力教員

研究指導、専門科目担当

専任教員

学生
（20名/年）

国内外協力機関員
現地実践教育指導

熟議指導

熟議講師陣

産業界： 企業の経営者
政官界： 行政の幹部
国際機関： UNESCO, UNEP, IAEA等
学界： 協定締結校やStanford大学等

各界トップリーダー等

研究指導、専門科目担当

専任教員

様々な学問領域の教授陣

国内外協力機関員
現地実践教育指導

JICA,UNESCO,地方公共団体,
外国企業・起業家等

熟議指導

熟議講師陣
科目担当

学内協力教員学生
（20名/年）

世界銀行(WB)やOECDに就職し，持続可能
な経済システムの構築にさらに取り組みた
い

国際連合食糧農業機関（FAO）にて
国際公務員として働く！

I would like to be a head director 
of the Food Science Institute of 
International Health. 

・・・古くから人と自然が共存
してきた日本を守る存在になる
べく国家公務員を目指す！

IMFなどの国際機関に
おいて活躍する！



そこに何を流すか？

修聞 思

特別研究Ⅰ

専門コア科目
（選択必修）

産官連携特別
ｾﾐﾅｰ（熟議）Ⅰ

共通基盤
科目

１年次 4年次 ５年次２年次

フィールドワーク

特殊研究Ⅱ

プロジェクトベース
リサーチ

（発展型PBL）

特殊研究Ⅲ

専門科目（A,B）
（選択必修）

特別研究Ⅱ

共通基盤
科目

産官連携特別
ｾﾐﾅｰ（熟議）Ⅱ

特殊研究Ⅰ

共通基盤
科目

専門科目（A,B）
（選択必修）

第１次 Qualifying Examination 第2次 QE 第3次 QE

既存研究科からの研究指導協力
（複数指導体制）

産業界、政界、国際機関との連携

３年次
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特殊研究Ⅱ 特殊研究Ⅲ
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科目
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産官連携特別
ｾﾐﾅｰ（熟議）Ⅱ

専門科目（A,B）
（選択必修）

第１次 Qualifying Examination

既存研究科からの研究指導協力
（複数指導体制）

産業界、政界、国際機関との連携

第2次 QE 第3次 QE

何を目指すか？



情報学

医学・薬学

農学

芸術

経済学
法学

哲学・人文学

個々人、地域社会、
産業・社会システム
の生存と未来開拓
に関する学術

深化

統融合

文化、産業、経済、国家、地球

専門科目

実践科目

課題解決

理・工学

総合生存学
平成２５年４月新大学院“総合生存学館”設置

八思

人材像コンセプト例

勝ち組？負け組？
そもそも「勝ち負け」って何？

課題解決リーダー
課題って何？解決って何？
そもそもリーダーって何？



人材像コンセプト例

勝ち組？負け組？
そもそも「勝ち負け」って何？

課題解決リーダー
課題って何？解決って何？
そもそもリーダーって何？

ものごとの“根の根”を
おさえるんだ！

務本之学

実 践思 考

覚悟 ＋ 信念 ＋ 共感

「今」の考え方と行動ではなく、
「次」の時代の考えと行動を！

＝結果としてのリーダー

思 修



最 後 に

イノベーション指数

日本世界４位



関西 関東 中部

13.6人 13.0人
14.4人

（資料）文部科学省「学校基本調査報告書」、総務省統計局「推計人口」

人口1000人当たり大学・短大学生数（2007年）

関西は大学の「密度」が高い!

その他

「日本のモノ作り企業300社」に選ばれた企業数

やはり関西は「モノ作り」が強い!

（注）九州地域には沖縄県も含む。中小企業庁元気なモノづくり中小企業300社2008年版

15社
24社

103社

46社

16社

10社

19社

北海道東北関東中部近畿中国四国九州



全国平均２倍の
大学密度

全国有数の
ものづくり企業

関西には産学連携の優れた土壌がある！

最 後 に

京都大学は
● 世界のためのグローバルな大学

● 国家・国民のための大学
● 地域のための大学



最 後 に

インターナショナルUniv
ナショナルUniv
リージョナルUniv

関西産業界のみなさんと、
こういう場で対話させてもらい、
いろんなとりくみを邁進したい！

最 後 に

ご清聴ありがとうございました！

京都大学は
International University

National University
Regional University 


